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ナス編 

  

         

○適用害虫        ：ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ｱｻﾞﾐｳﾏ類、ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

○使用量          ：2g/株 株元散布 
○使用時期／使用回数 ：育苗期後半～定植時／1回・ 

農林水産省登録：第23046号 

・成分：バチルス ズブチリス 
     QST－７１３株の生芽胞 
・適用作物：野菜類登録 
・適用病害：うどんこ病 灰色かび病    
・希釈倍率：５００倍 
・使用回数：制限なし 
・使用方法：散布(上澄液） 
 
 注：上澄み液の調剤方法 
 散布液濃度より１０倍濃い薬液を調剤。 
 攪拌後3～５分程度静置後上澄み液を 
 採取し１０倍に希釈後使用 
 
 

対象病害虫 薬剤名 倍率 使用時期 回数 
影響日数 

マルハナ ミツバチ 

① 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

プレオフロアブル 1,000倍 前日 4回 1日 1日 

すすかび病・灰色かび病  
うどんこ病・黒枯病 

ダコニール1000  1,000倍 前日 4回 0日 0日 

② 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類・ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ 

アニキ乳剤 
1,000～ 
2,000倍 

前日 3回 1日 1日 

※ハモグリバエ類、オオタバコガ、チャノホコリダニは2000倍 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ベストガード水溶剤 
1,000～ 
2,000倍 

前日 3回 10日以上 6日 

③ 

ﾊﾀﾞﾆ類・ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ 
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ﾖﾄｳﾑｼ・ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類 

コテツフロアブル 2,000倍 前日 4回 9日 10日 

すすかび病 
灰色かび病・うどんこ病 ベルクート水和剤 3,000倍 前日 3回 0日 0日 

④ 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 プレバソンフロアブル5  

1,000～
2,000倍 

前日 2回 1日 1日 

※オオタバコガ、ハスモンヨトウは2000倍 

うどんこ病・すすかび病 
灰色かび病・ﾊﾀﾞﾆ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

ポリオキシンAL水溶剤  5,000倍 前日 3回 0日 3日 

⑤ 

ﾊﾀﾞﾆ類 ・ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類    
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ    
ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ ・ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

アファーム乳剤 2000倍 前日 
    

2回 
 

2日 2日 

すすかび病・うどんこ病 トリフミン水和剤 
3,000～ 
5,000倍 

前日 5回 1日 0日 

※すすかび病は3000倍 

オオタバコガ・ハスモンヨトウの発生に注意しましょう！ 

症状 原因 対策① 対策② 

 
成り疲れ 

 
根痛み、同化養分の不足 

ファイトメットを潅注施用 
  150g/反又は2000倍 

ファイトオーツー            2～5日後混合散布 

         ＋ファイトカル            各1000倍  

メット灌水後、数日間空けて液肥の潅水をするとより効果的(過湿に注意) 

徒長ぎみ① 高夜温、低温多湿、日照不足 ファイトオーツー＋エレマックス赤0-28-26を混用散布        各1000倍 

徒長ぎみ② 窒素過多からくる徒長 エレマックス赤0-28-26 500倍液散布 

発見が遅く老令幼虫になると薬剤が効きづらくなるので、初期発生時の防除に努めましょう！ 

こんな時こそ
ファイトシリーズ

の出番 

うどんこ病・灰色かび病で 
お困りの場合の予防剤 

マルハナ：ミツバチ：静岡H29 参照 

マルハナ：アリスタ2016第24版 ミツバチ：静岡H29 参照 

マルハナ： ミツバチ：静岡H29 参照 

マルハナ：アリスタ2016第24版 ミツバチ：静岡H29 参照 
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マルハナ：アリスタ2016第24版 ミツバチ：静岡H29 参照 

マルハナ：アリスタ2016第24版 ミツバチ：静岡H29 参照 

マルハナ：アリスタ2016第24版 ミツバチ：静岡H29 参照 

マルハナ：アリスタ2016第24版 ミツバチ：静岡H29 参照 


